
とのなし、ように電気的にしゃ断機を鎖錠し， ヲl~放を防止するた

めに設けるものである。

この決 irtを動作させるための電気結線図は次の と おりである。

1'-'1路制御?:H写真 2)

は ， しゃ断機の{立 Îí1:を

検知するために必要な

もので，しゃ断機が 1 :

界しているときは列車

が妓近しても(列車が

終近していない条件が

断となる) Inl路市1I御旅

路 ，'.1::、⑮によ って屯阪行

コイルカ:助隊されるの竃

で，しゃ断機を降卜す

ることヵ:できる。

しゃ断 t授が降卜する

と必，1 ，1 ，1、⑧が I JH}/!するの

で ， n!阪イ i コイノレは無

/1]}]織 とな り，しゃ作~r機

を |川 させ ることはで

きない。 111 ' 1 ; が日間切迫

をj凶i的 してしまうとタ1I

11 ~の級近 していない条

件が防成されるので，

11磁 1 i コイんは /lí}j舷さ

仕様書総件教表ー1 ・ 2。

日本工業標準調査会委員数 表-3。

表 3 日本工業標準調査会委員数

|同 一鉄より 全 体
実人員 | 延人員 災 人員延人員

部会委員 5 i 21 240 1 431 
臨時委員 140 230 I 約 15 ， 800 I 
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踏切鎖錠m!γJ'~ -l 

B 

"/1¥-2 1 11 1路制御山

!日l 路制御総按t!î

⑨は. しゃ断機
内 UI してい る と

き 構成 し 降下 し

たと与 問版する接
凸l である 。

れ.しゃ附i 機を UI させることができる。 また，この鎖錠協は

t' ;~'1 12のとき鎖錠されて ， しゃ断機の以級いはできなし、。 このと

きは手 1"0)によ って併品(する ことができる fJ 調 lみになってい る 。

(竹内義雄)

ふみきりしし よ うぼうちそうち 踏切支障報知装置

Uf, I，JJ をl!!iltfr 'l"の l'i助 ，1\呼がエンスト，踏みはずし呼のため線路

内にiJ:ち 1;j'~1ー したときは ， Uf, I，JJに後近中の刈 1 1"( を ，':""きょ作止さ

せ， Uf, I,J) I での仙I突 ' I U&を未然に防止するこ とが必要である。

凶 l 日明切 !å':C!iji知'}~ ii/ì構成凶

機1，.松 ペ:fd/{l f附
I ム 市

• WM J2 

糾除1，!サ発え千穐

特係1， l り 発光開

刊'Ii )-. 

専務bl.!: 
h 

ん

(三戸以苑)

ぶぶんせんぞう 部分線増 線灰全体ではなく 一部の[)<

附について行なう線路補設で， 次の場合に行なう。

1 特に列車回数の多い灰問

(例) 信越本線篠/ 井 ・ 長野間， I Li陰本線綾部. fí-;\知山問。

2 特に線路容最の低いIス問があ っ て，地形 卜 ， {，パ号場の，;E

Inがむずかしいl烹間

(f�lJ) 東北本線御堂 ・ 奥 rl'111 r.:1, /1[\'己山本線串木型f ' 木場茶

斥一問。

3 線灰全体の線ÞI~粉、完成するまでの過渡 JtJJ に， -- , ;~)の紛Ul~

完成 |実聞を使用開始する場合 紋 15(全体の似附 1~ ' lr の dノヒ成には

長い J~lH]jを必要とするので，線路特肢の行きづま っ ている|メ

問から線別を行ない， 早期iに紋 i刊の効~があがるようにする

(図ー 1 ) 。 関 I 線 lバ全体の線I円完成までの - r~ajfJ骨骨'J

部分線増

は線灰の- A

部附の線 主
的をな味す阿

る』ま力、， 一」

つの駅間の

一部分を線併する場合をさすこともあ る。!日t間の距離が長大で

途中に長いずい道や橋り ょうがある場合には，駅間の線対?には

長いj切開と多くの資金を必要とするので，比較的特易に線附で

きる部分(汗通 2km 以上)を完成させ線路特長の附大をはかつ

ている。これを駅間部分線増 (または 1j'l. に部分線榊) 主しイ 。

この例 と しては111陰 閃ヲ駅IHI部分線別例

本線伯者大山・米子問

(閃 2) ，鹿児島本線川

尻 ・ 'f'土問咋があるが，

いずれも駅間線対iを古íj

Jjl とした過渡的対策で

ある。駅間 mí分線l\'lの

場合はげ通線増医間の

終端に{，-} り場を設け， 駅間の片方を ìjl_ *出 ， -)jを復線として使

用する。この信号場には人を配する場合と，無人として隣妓!駅

から遠隔制御する場合とがある。また{~~ ~;.~}が，こう自己|メ附の

途中になることが多いが ， 10'?t. 以 | のこう 配になる場合には

l刈 3 ~(/nt 部分科Ui"I ( (i'\ ';;Jj.)が ， こう 配ド |悶の途中にある場合)
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踏切支附縦9-~1 }<: 代 [1，こ のような事態が発生した とき踏切係

員または通行おがl自ちに列車を停止させる手段を講ずることが

できるよ う 踏切に設備 されている。この災l代は， 装置を操作す

るための操作器 と ，列車に停止信号を現示する本特殊信号発光

機またはいり炎11 とからなり，操作総を踏切係員または一般通

行呂が倣 う ことにより ， これと電気的に構成された特殊信号発

光機が，赤色円形に発光し停止信号を現示するか，または信号

炎1~が発火してタIJ' I; に対し停止信号を現示するもの(図ー1)。

8j. l り場 C 駅

"--一一一一~
寸')

閃 -3 の配線とし ， いり場には'ぷ全 fJ!iJ t.定 をぷけず， 下り 11J 1ドが B

f片 ワ場を通過しなければ， 一l り 11) ' 1 "(は C 駅を発 '1 ' できないよう

に fi'i り一機に辿ÆJ)を もたせ， B れ号1;1;)でタ 1J1 1(が途中停車しないよ

う にしている。 ( Il/之内秀 .llll ・ 11-，塚山1ffJ)

ふみきりさじようき 踏切鎖錠器 踏切j鎖錠?:H写真 1)

は，第 l 峰子'ff))踏切道においてホ ~f，I，iJ保安掛 (踏切響子)が錯覚

し，列車が踏切道に接近しているのに，しゃ断機を 卜昇する こ

AjI{ 
イ，1_- _:.) 
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